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例 ,CNS 2例を中心とする11倒 し12%)であった.柿

後 3週 日の発現菌も11例であったが.やはりプラム陽惟

球菌が多か-､た. 臨床検査値の異常および自覚的副作用

は8例iこム{-Ilたが.いずれも軽度であー-1た.

12)工PM./CS および AMK が.有効であ ･-)

た M.chel()IlaeSubsp.abseessusに

よる肺感染症

川島 崇･来生 暫 く国立高山病院内科)

症例は,53歳.女性.高血圧･ノミ-キン･/ン病等にて

加療中であったが,結核の既往はなか-､た.･二ifi一成 3年12

月より.夜間の咳噺が続き.平成4年 2月18[-::Iに.近医

を受診 し.検峡で.Gaffky 2号を指摘 され 当院iこ紹

介入院 した.略横より,M.chelonaesutxp.at芯eCSSuS

のみが分離され 胸部レ線では,両肺野に,浸潤影を認

めた.抗結核薬全てに感受性無 く, デ ･(了､')法によ;)感

受性のある AMK,IPM:::CS の使用により,症状,胸

部レ線像が改善 L,排菌もふi--れなくな-つた.

M.chelonaesut芯p.abscessusによる肺感染症は.

稀であi),抗結核薬はすべて無効とされ 治療薬はない

tl二云われている. しかし,今回の症例は,抗結核薬以外

の抗生剤に感受性がみllT)Ilたため使用して.有効であー-)

た.

13)菌血症 の予後について

:._H:. '･!;I:;L!. I ･･了 ∴ ~

1976--･1990年に当科で経験 したのベ 208例の菌血症

の予後を検討 した.

総計では,144例 (69.2%L)が除菌され 64例が死亡

した.基礎疾患別では,白血病では除菌31例 (57.490㌦

他の血液疾患では除菌13例 (61.99/6ノ上 悪性腫壕では除

で糸′-,た.肺炎合併例は,除菌35例 (49.3Q･b)で,育

意 iこ 予 後 不 良 であった.主な起炎菌別では,MSSAで

細菌属で除歯39例 (84.890/),P.aeruginosaで除菌13

討 する上 平均5.1±8.3日であり.3日lM勺の死亡が40

例 (62.50/6)-'であった.

この結果より,菌血症では血液培養判明前の empiric

therapyにおける抗菌剤選択が最 も菰要であると考え

i.1れる.
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